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出題の意図 

 

問１ 【漢字】文脈に即した漢字を類推できる能力と、語彙力があるかどうかを評価した。

出題された漢字はどれも同音の漢字が複数あるものであり、語句・漢字の意味や、語句

の文中での使われ方を理解していれば正誤を判断できる。語句・漢字についての正確な

知識は文章読解のため欠くべからざるものであるため、出題した。 

問２ 【文脈】文脈を把握したうえで、接続語を適切に使用できる能力があるかどうかを評

価した。文と文のつながりを把握できていれば正誤を判断できる。文章を読みとり、正

しく把握しているかを判断するため、出題した。 

問３ 【内容】文章中の語句が意味する内容を読解できる能力があるかどうかを評価した。

傍線部までの文脈を踏まえ、文章の内容を正確に読解できるかどうかを判断するため

出題した。 

問４ 【内容】文章の内容を読解し、因果関係を理解できる能力があるかどうかを評価した。

あるものごとについて文章中で説明された理由を捉える能力は、文章を論理的に読解

するために必要なものであるため、出題した。 

問５ 【文脈】文脈を把握したうえで、語句を適切に補充できる能力があるかどうかを評価

した。文脈を把握できていれば正誤を判断できる問題である。文脈把握能力を判断する

ため、出題した。 

問６ 【内容】文章中で述べられている内容を読解できる能力があるかどうかを評価した。

筆者の主張につながる内容を理解しているかどうかを判断するため、出題した。 

問７ 【内容】文章中で述べられている内容を読解できる能力があるかどうかを評価した。

本文で述べられた説明を踏まえて空欄までの内容を捉えることができれば、正誤を判

断できる問題である。 

問８ 【内容】文章中で述べられている内容を過不足なく読解できる能力があるかどうかを

評価した。本文中の内容を理解し、選択肢の一つ一つを本文と照らし合わせれば正誤を

判断できる問題である。出題された本文を読解できているかを判断するため、出題した。 


